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雑 報
　　　　　　　　　　　　太陽コロナの正健？
　アメリカのシカゴ大學ラィアソン物理學實験室でFreeman女史が研究．
した所によるミ，アルゴン瓦斯のスペクトルの中に太陽コロナ中の輝線に
相當する多くの波長を嚢見したミいふ．コロナのスペクトル輝線ミしてほ
りク天文皇のCampbell，　Moore爾氏が1918年の日蝕観測によって得たも
のが今日最も正確なものミ思はれてるるが，Freeman　女史は此の中の18
本の光線を見事にアルゴン線である言誰明した．（Nature　3040；Astrophy－
sical　Joumal）
　　　　　　　　　　　　日蝕以外にコロナ爲翼
　皆既日蝕でない時，師ちZF常の日に太陽コロナの爲眞撮影をする試みは．
Wilson山天文皇のG，E．　Hale檸士を始め，多くの人が今まで皆失敗しk歴
史を持ってるる．しかるに近頃ドイツのG，BIUnck氏は波長8000A附近の赤
外光線を使用して，月事に此の試みに成功したε報ぜられてるる．今後は
いよいよ日蝕の遠征が餓り必要でなくなるか？（Astronomichen　Naihrich－F
ten　5539．）
　　　　　　　　　アインシタイシ説のたあ今一一つの實謹
　相饗原理の實謹εしては
　1・水星の近日黒占蓮：動　2・日蝕の際の星像移動　3・太陽スペルトル線の憂位
の三つがあって（「天界」第13號から第15號），今迄の研究結果は皆此の新
原理を肯定するものであるが，しかし年季の天文學者や物理學者の中には
保守論者もあって，寸寸ほ之れを疑ってみる向も少なくない．：寸寸Columbia
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大輔のC。L．　Poor教授が，上記の第2の實謹を今一歩確卜するため，日
蝕の際の月の直径の測定の必要を唱へてるるのは1923年以來の事である．
εころが，去る1926年初スマトラの口蝕観測に行ったJ．A．　Miller教授
（「天界」第377頁に來朝記事ε爲眞がある）は其の観測當時の爲眞で月の直
径を測定したが，結果，月の直径は日食の時も李常の時も少しも差違無き
こεが明らかεなり，從って，相封原理のために一つの有力なる肯定的實
謹が塞げられナこわけである。
　　　　　　　　　　　　宇宙エーテル流の新研究
　アaンシタィン教授の相封原理の一大根嫁εなってみるMichelso塁及び
Morleyの「宇宙エーテル流」の實験は有名なものであるが，藪年來米國の
D．C．　Miller敏授はWilson山尾の他で此の實験を繰り返して，エーテルが
地球ミ共に或る流れを現はしてみるこεを月て，訴訟原理に一種の暗影を
投げたε言はれてるる．（「天界」第57號及第58號英文欄参照）しかるに咋
1927年九月16日ミ17日，白國BruxelleのA．　Piccard，　E．　Stahel爾氏はス
ヰス國Lurem市の東19キロのRigi山（海抜1800米）上で此の種の實験を
行つナこ所，エーテルの流れを少しも認めす，昔のMichelS磁等の結果こ全
く同じ結果であったミいふ．（Natnrwisens・h・ften，第16巻第2號）
　　　　　　　　　　　　　薪プラ柔タリウム
　ツアィスのプラネタリウムが，ドイツ國内十数ケ所に設けられ人心の天
室への憧れを満足せしめてみるこミは度度記しナこが，近頃ドイツ國外にも
之れが設けられ，中にも
　米國ニウヨーク市
　露國モスクブ市（元のサーカス・ビイデイング内）
　乙鳥ローマ市
v一マのは今年十月29日に之れを公開する由．
　　　　　　　　　　バーヴード天戎蔓の南亜出張所
　米國・・一ブード大鵬は1890年以前南米ペール國アレキバに出張所を設け
て南天の観測をやってゐナこが，最：近，此のアレキバを止して南アフリカの
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オレンジ自由洲ブルームフオンタaン（Bloemfontein）市から14マイル離
れたマぜルスポート（Mazelsport）iB’郊外KoPles丘上に器械を移し，去
る1927年7月1日から観測を開始した．主任は」．S．　Paraskevopoulos夫妻
である．目下使用される器械は「10吋」乃至「8吋」級のものであるが，將來
は「24吋」の屈折ue　E「60吋」の反射機が据え付けられる筈一此の二つの大
器械は目下米國ピッバーグのFekker會杜で製作中である．倫，　Fekker杜
では今やーキース天文峯のために「12吋」の眼視及び論詰用の讐子機（Twin－
telescope）を作ってみる，
　　　　　　　　　　　　パリ學士院の天女賢
　昨年末に於ける恒例フランス學士院（アカデミイ）の総會に當り，諸學者
に授けられk賞の中で，天文學に關するものは，
　「ラランド賞」星流研究の賞εしてVincent　Nechville氏へ
　「ブルツ賞」太陽研究の賞ミして：LUcien　d’Azombnja氏へ
　「ド・ポンテクーラン賞」　bロィ群の小遊星の蓮軌解析論研究の賞εし
　てEmile　Paloque氏へそれぞれ授與された．
　　　　　　　　　　　　　今年の口剛ヤル賞
　毎年の例により今1928年置國ロ・一ヤル天文學會総會に於て金牌を授けら
れるのはエデンバラ王立天文皇長R．A．　Sampson教授である由，敏授の
功績は主ミして木星の四大衛星の蓮動理論の完成である．
　爾ほ，此の正忌に，同會から
　W．H。　Steavenson博士（憂光星及びハーシェル器械研究）
　W．Reid氏（6個の新彗星獲見）
の爾氏にジャクソン．ギルF賞（銅牌）を贈るこEEなつナこ．
　　　　　　　　　　　　入　　事　　漕　　息
インネス博士引退　永く南アフリカのユニオン天文皇長εして，南天の二
．重星研究及び掩薇問題の模威者であってR．T．　A．　Inness氏は昨1927年末
を以て定年引退した由（Science　1722）（「天界」第號第　頁参照）
キンス1・ナー教授退職　永くド4ツ國ボン大台天文學教授兼天：文憂長であ
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つたKttstner氏は今回退職し，後任にはポツダム天文皇からA．　Kohl－
schutter博士が就任した．キユストナー氏は第十九世紀末に緯：度攣化の事
實を観測上から獲回しf最初の人であって，此の糞見から世界的の大問題
を惹き起し遽に水澤等の國際緯：度観測所の設立を見るに至つナこものである．
ペリエー氏昇進　フランス國アカデミ會員であり，N，國際測地學同盟幹
事εして永く敏腕を根ってみるPerrier大佐は，去る九月17日附を以って
將軍（Gξn6ral）に昇進しk．（「天界」）第52號第159頁及第161頁
早乙女情房博士　三月末に定年退職されたZF山信博士の後任Eして．同博
士（本會員）は今般第3代目の東京天文台長に就任された．
六境榮博士　回る七月初めオランダ國ライデン市で開かれる國際天文同
盟第3回総會に日本代表員ミして，李山信氏ミ共に，出席せられる由．
天丈學奪攻の覇理道士
　去る三月末を以って，京都帝國大學理學部から下記2名の新卒業生を出
した．何れも本會員である・一
　上島　　昇君　（卒業論文は英文でStudies　on　Solar　Atmosphere）
　渡邊　敏雄君　（　同　　　猫文で〔ケber　die　Mira－Sterne）
爾ほ叉，同期に，東京帝國大丁丁三部からは
　川端　幸夫君
が天文學科を卒業しナこ．
京都帝大の天文學馨攻の薪入三生
　’今春，下記の9名が京都潤声大序宇宙物理學教室に入即した．
本科＝　猪口義夫，村上忠敬，公文武彦，小山秋雄，三浦清治，
　　　　柴田淑次　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計6名
撰科：　大楠，小林道徳，浦牛原初出　　　　　　　　　　　　　計3名
